
診調粗 慢－1－1  

1 9． 3．1 4  

前回分科会（3月8日）資料の訂正項目について  

1．患者特性調査（医療療養病棟）別紙1  

番号   訂正箇所   訂正内容   

1  Pl～P8各表  

平成18年度調査結果表  平成18年度調査結果の各表において、平成17年度調査結果と比較し  

で、平成17年度調査結果と  て、3％以上の増減があった場合に矢印を付し、3％以上増加には†印、  

比較し、割合が顕著に異な  

る項目。   

2  P4入退院の状況  【誤】  

＜平成18年度のみ＞  

退院先の見通し（「2．今後  

受け皿が整備されれば退院  

できる」の回答者）  

集計表の％表示部分  

‡11  
【正】  

＜平成18年丘のみ＞  平成18年度加重（膵768）  

退院先の見通し（「2．今後受け皿が整備 されれば退院できる」の回答者）        医療区分1  医療区分2  医療区分3  合露十  

1．自宅（家族等との同居も含む）   68  20．4％  43  12．0％  12  15．8％  123  16．0％  
2．グループホーム   5  1．5％   5  1．q％   1．3％  11  1．4％  

3．有料老人ホーム   3  0．9％    3．1％   1．3％  15  2．0％  

4．ケアハウス（経文老人ホーム含む）   9  2．7％   4  1．1％   1．3％  14  1．8％  

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー ム）  1D5  31．4％  1DO  27．9％  田  14．5％  之16  28．1％  
6．介護老人保健施設   90  26．9％  104  29．1％  23  3D．3％  217  28．3％  
7，他の医療機蘭の一般病床   3  0．9％   5  1．4％   5  6．6％  13  1．7％  
8．他の医療抜隙の療養病床   26  7．8％  66  1B．4％  21  27．6％  113  14．7％  
9．他の医療機関のその他の病床   4  1．2％   3  0．8％   0  0．0％   7  D．9％  

10．自院の障害者施段等入院基本料井定  0  0．0％   
病棟  0  0．0％   0  0．0％   0  D．D％  

11．自院の一般病床（10．の病棟を除く）   0  0．0％   0．3％   0  0．0％   0．1％  

1Z．自院のその他の病床   9  2．7％  10  Z．8％   1．3％  20  2．6％  

13．そ（桝也   10  3．0％   3  0．8％   0  0．D％  13  1．7％  

無回答  ：  06％  3  08％  0  OD％  5  07％  

3  P5 その他の患者状態像  【誤】  

（医療区分採用項目以外）  アルツハイマー病以外の痴呆症  

「疾患」の名称  【正】  

アルツハイマー病以外の認知症  



番号   訂正 

感染症（ 

染症」の 

感染症（ 

路感染症 

問題状況 

水」   

問題状況 

内出血」   

箇所   訂正内容   

複数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

名称  

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

複数回答）  

」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   

（複数回答）  

水」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   

（複数回答）  

内出血」  医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   

2
 
 



2．患者特性調査（医療療養病棟）別紙1参考資料  

番号   訂正箇所   訂正内容   

1  Pl～P8各表  

平成18年度調査結果表  平成18年度調査結果の各表において、平成17年度調査結果と比較し  

で、平成17年度調査結果と  て、3％以上の増減があった場合に矢印を付し、3％以上増加は†印、3％  

比較し、割合が顕著に異な  以上減少は1印を付す。  

る項目。また、別紙1と傾向  また、別紙1（平成17年度と平成18年度調査共通病院における比較）と、  

が異なる項目。   異なる傾向（矢印の有無、もしくは夫印の向きが異なる）を示す場合は、項目  

の左端に＊印を付す。   

2  P5 その他の患者状態像  【誤】  

（医療区分採用項目以外）  アルツハイマー病以外の痴呆症  

「疾患」の名称  【正】  

アルツハイマー病以外の認知症   

3  P6感染症（複数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

「感染症」の名称  

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

4  P6感染症（複数回答）  

「尿路感染症」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   
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3．患者特性調査（介護療養病棟）別紙2  

番号   訂正 

Pl～P8各表  

平成18年度 

で、正成17年 

比較し、割合 

る項目。   

P3 入退院の 

「退院先の見 

表頭のn数表 

P6感染症（複 

「感染症」の名 

P6感染症（複 

「尿路感染症 

箇所   訂正内容  

Pl～P8 各ヨ  

調査結果表  平成18年度調査結果の各表において、平成17年度調査結果と比較し   

度調査結果と  て、3％以上の増減があった場合に矢印を付し、3％以上増加は†印、3％   

が顕著に異な   以上減少は1印を付す。  

る項目。   

状況   【誤】   

通し」  平成18年度調査（n＝680）  

示  【正】  

平成18年度調査（n＝195）   

数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

称  

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

数回答）  

」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除  



4．患者特性調査（介護療養病棟）別紙2参考資料  

番号   訂正箇所   
訂正内容   

1  Pl～P8各表  

平成18年度調査結果表  平成18年度調査結果の各表において、平成17年度調査結果と比較し  

で、平成17年度調査結果と  て、3％以上の増減があった場合に矢印を付し、3％以上増加は†印、3％  

比較し、割合が顕著に異な  以上減少は1印を付す。  

る項目。また、別紙1と傾向  また、別紙1（平成17年度と平成18年度調査共通病院における比較）と、  

が異なる項目。   異なる傾向（夫印の有無、もしくは矢印の向きが異なる）を示す場合は、項目  

の左端に＊印を付す。   

2  Pl医療区分採用項目   【誤】  

「24時間持続点滴」  0．1％  

平成18年度調査、医療区   【正】  

分1における割合   0．0％   

3  P5 その他の患者状態像  【誤】  

（医療区分採用項目以外）  アルツハイマー病以外の痴呆症  

「疾患」の名称（平成17年度   【正】  

調査結果）   アルツハイマー病以外の認知症   

4  P6感染症（複数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

「感染症」の名称  

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

5  P7処置・治療（複数回答）  

「感染隔離病室におけるケ  

ア」   
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5．介護療養病床のみを有する病院の調査 別紙3  

番号   訂 

Pl医療区 

「24時間持続 

平成18年 

分2における 

P2入退院の 

「調査病棟に 

状況」の選択 

（件数・％は 

正箇所   訂正内容   

分採用項目   【誤】   

点滴」  50．5％  

度調査、医療区   【正】   

件数・％   0  0．0％   

状況  【誤】  

■暮ホ繍に入lたする欝の状況  医療区分1    医療区分2    医療区分3  全 体  

入院する前の  
128 10．9％    91  9．2％    20 10．5％    239 10．1％  

14  1．2％    u  l．2％    0  0．D％    26  1．1％   

3．有料老人ホーム  2  0．2％    D  O．0％    1 0．5％    ）  0．1％  

肢8～12名称  4．ケアハウス（蛙升老人ホーム含む〉  2  0．2％    3  0．3％    0  0．0％    5  0．2％   

5．介住宅人橿址施政（特別養護毛人ホーム）  2D l．7％    15  1．5％    5  乙6％    40  1．7％  

訂正なし）  6．介旺老人保t施政  93  7．9％    84  8．5％    11 5．8％    188  8．0％  

7．他の医療機関の一般ホ床  69ヰ 59．弼    617 62．3％    125 65．4％    1．136 60．9％  
盲．他の匡■穐叫の♯糞ホ床  114  9．7％    舛  9．5％    18  9．4％    226  9．6％  
9．他の医療機関のモの他の病床（精神病床瞥）   54  4．6％    31  3．1％    6  3．1％    91  3．9％  
10．白焼の一般病床（艦棟）  33  Z．8％    25  乙5％    3  1．6％    61  2．6％  

11．自陳のモの他の病床（精神病床専）（転棟）   13  1．1％    9  0．9％    0  0．0％    22  0．9％  

蔓2・わからない   0  0．ひ鴇    0  0，0％    0  0．0％    0  0．0％    蕪箇巻■■……   9  08％    10  10％    2  10％    21  09％  

【  

■査蠣棟に人陰する腑の状況   医療区分1  医療区分之  匿ホ区分3  全体  

1．自宅（モ簾等との丙居も含む）   1Z8   10．9％  91   9．之％  20   10．5％  239   1D．1％  

2．グループホーム   14   1．Z％  1Z   1，2％   0   0，0％  26   1．1％  

3．有料老人ホーム   2   0．2％   0   D．0％   1   Oj％   3   0．1％  

4．ケアハウス（蛙暮老人ホーム含む）   2   0．Z％   3   D．3％   0   0．0％   5   0．之％  

5．介攫老人縞祉施政（特別蔓性老人ホーム）  2D   1．7％  15   1．5％   5   Z．6％  ヰ0   1．7％  

6．介腹老人桃施政   93   7．9％  8■   8．5％     5．8，l  188   8．D％  

7，他の匿■機関の一般轟篠   691   59．0％  617   6Z．3％  125   65．ヰ％  1，436   60．9％  
8．他の匿■櫨閣の匿■保快適用■暮病床  11q   9．7％  ち埼   ，．5％  18   9．q％  ZZ6   9．6％  
9．他の匿♯櫨罰の介性保険頚用療暮ホ床   51   ヰ．6％  31   3．1％   6   3．1％  91   3．9％  

10．他の臣■機関のその他のホ床（精神■   33   之．8％  25   Z．5％   
床響）  

3   1．‘％  61   之．6（絶  

11．わからない  13   1．1％   9   D．，％   0   0．0％  22   0．9％  

ホ回答                             08％  10   10％  2   10％  21   09％  

r．  ー■‾「議  



番号   訂正箇所   
訂正内容   

3  P2～4入退院の状況  【誤】  

退院先の見通し  

「退院先の見通し」の選択肢  1．自宅（家族等との同居も含む）  
2．グループホーム  

10～13名称  3．有料老人ホーム  

4．ケアハウス（軽費老人ホーム含む）  

（件数・％は訂正なし）  5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホー  

ム）  

6．介護老人保健施設  

7．他の医療機関の一般病床  

8．他の医療機関の療養病床  

9．他の医療機関のその他の病床  

汀川．自院の障害者施設等入院基本料算定’1  
…病棟  

宣11・自院の一般病床（10．の病棟を除く）  
…12．白焼のその他の病床  

113，その他  
無回答…●■…  昔■‾併‾………‾‾‖‾‾‾‾……‾‾‾‾‾‾  

【正】  

退l浣先の見通し  

1．自宅（家族等との同居も含む）  

2．グループホーム  

3．有料老人ホーム  

4．ケアハウス（軽兼老人ホーム含む）  

5．介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）  

6．介護老人保健施設  

7．他の医療機関の一般病床  

8．他の医療機関の療養病床  

9．他の医療機関のその他の病床  

1D．その他  
無回答  
壬‾甘………‾‾‾‾‾‾‖‾‾‖‾‾●…‾‾‾■   

4  P6感染症（複数回答）  【誤】  

抗生物質性菌感染  

「感染症」の名称  

5   

【正】  

抗生物質耐性菌感染  

P6感染症（複数回答）  

「尿路感染症」   医療区分採用項目の集計と内容重複のため、項目削除   
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6．タイムスタディ調査 別紙4  

番号   

〕1個別ケ 

内訳  

⊃2患者1 

人件費重み 

「職種」の名 

⊃2職種別 

118年度調 

査の表示順 

（表の数値 

P3 患者分 

患者1人 

件費重み 

対比平成 

最／J、イ直の網 

P4へ′P17 

果の各表   

H18年度 

て、塞療区 

の水準が 

目。   

訂正箇所   訂正内容   

ア時間の職種別  【誤】  

内訳  
（再掲）看護補助職  

人1日当り職種別  

付けケア時間  【正】  

（再掲）看護補助者   

称  

人件費の相対比  

H16  H18  

微積  人件費  

査とH16年度調  （円／時Ⅶ）  （円／時間）  

医師   7．352円   2．95   7′631円   3．35  

を変更  看護師   2．488円   1．00   2，276円   1．00  

の変更はなし）   准■註師   2．0之3円   0．81   1．997円   0．88  

書護補助者   1．454円   0．58   1′349円   0．59  

リハスタッフ（PT．OT，ST）   2′046円   0，8Z   1．802円   0．79  

その他職種（MSW．薬剤師．栄兼士．その他）   Z′139円   0．86   1，808円   0．79  

【  

H18  H16  

載積  人件費  
（円／時Ⅶ）  （円／時Ⅶ）  

医師  7′631円   3．35   7．35之円   2．95  

書証師  2′Z76円   1．00   2．488円   1．OD  

； ＝i箋・  1，997円   0．88   2．023円   0．81  

■註補助者  1，349円   0．59   1．4別円   0．58  

リハスタッフ（PTTOT．ST）  1．802円   0．79   2′046円   0．8Z  

その他職檀（MSW．薬剤師．栄養士，その他）  1．808円   0．79   2．139円   0．86  

類（11区分）別の  【誤】   

1日当り職種別人  

付けケア時間の相  

18年度調査  【正】  

最小値の網掛け部分 医療区分1・ADL区分1・認知機能障害あり   

掛けの部分   

H18年度調査結  

果の各表  医療区分1のケア時間について、医療区分2全体のケア時間より長い場   

の調査結果につい  合は†印、医療区分3全体のケア時間より長い場合は††印を付す。   

分毎のケア時間  医療区分2のケア時間について、医療区分3全体のケア時間より長い場   

顕著に異なる項  合は†印、医療区分1全体のケア時間より短い場合は1印を付す。  

目。  医療区分3のケア時間について、医療区分2全体のケア時間より短い場  

合は1印、医療区分1全体ケア時間よりも短い場合は11印を付す。  



番号   訂正箇所   訂正内容   

6  P8 6疾患の状態別ケア時  【誤】  

間（H18年度）  Ⅵ1q疾患アルツハイマー病以外の痴呆症  

疾患名称  【正】  

Ⅵ1q疾患アルツハイマー病以外の認知症   

7  P9 6疾患の状態別ケア時  【誤】  

間（H16年度）  Ⅵ1n疾患アルツハイマー病以外の痴呆症  

疾患名称  【正】  

Ⅵ1n疾患 アルツハイマー病以外の認知症   
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7．タイムスタディ調査 別紙4参考資料  

番号   訂正   

1  Pl個別ケア  

内訳  

P2 患者1人二  

人件費重み付  

「職種」の名和   

2  P2職種別人  

H18年度調査  

査の表示順を  

（表の数値の…   

4  P4へノP17 Hl  

結果の各表  

H18年度の調  

て、医療区分  

の水準が顕宅  

及び別紙4と  

項目。   

5  P8 6疾患の  

間（Fl18年度）  

疾患名称   

訂正箇所   訂正内容   

Pl個別ケア時間の職種別  【誤】   

内訳  
（再掲）看護補助職  

P2患者1人1日当り職種別  

人件費重み付けケア時間  【正】  

（再掲）看護補助者   

「職種」の名称  

P2職種別人件費の相対比  

H16  H18  

職種  人件支  

H18年度調査とH16年度調  （円／時間）   （円／時間）  

医師   7．352円  Z．95  7′631円   3．35  

査の表示順を変更  書払師   Z．488円  1．∝I  2′Z76円   1．00  

（表の数値の変更はなし）   ： i・：1   2．023円  0．81  1′997円   0．88  

書護補助者   1．454円  0．58  1′349円   D．59  

リハスタッフ（PT，OT，ST）   2，046円  0．82  1′802円   0．79  

その他隈碓（MSW．薬剤師．栄養＝とその他）   2．139円  0．86  1′808円   0．79  

【  

H18  H16  

職種  人件文  
（円／時間）   （円／時間〉  

医師   7．631円  3．35   7．352円   之．95  

看護師   Z′276円  1．00   之′488円   1．00  

；iご当・   1．997円  0，88   之′Dか円   0．81  

書証補助嗜   1′349円  0，59   1．454円   0．58  

リハスタッフ（PT．OT．ST）   1′802円  0．79   乙046円   0．82  

その他職種（MSW．薬剤師．栄養；Lその他）   1′808円  0．79   Z，139円   0．86  

P4へノP17 H18年度の調査  【正】   

結果の各表   医療区分1のケア時間について、医療区分2全体のケア時間より長い場   

H18年度の調査結果につい  合は†印、医療区分3全体のケア時間より長い場合は††印を付す。   

て、医療区分毎のケア時間  医療区分2のケア時間について、医療区分3全体のケア時間より長い場   

の水準が顕著に異なる項目  合は†印、医療区分1全体のケア時間より短い場合は1印を付す。   

及び別紙4と傾向が異なる  医療区分3のケア時間について、医療区分2全体のケア時間より短い場   

項目。   合は1印、医療区分1全体ケア時間よりも短い場合は11印を付す。  

また、別紙4の共通病院での比較で傾向の違いが見られたものについて  

は（矢印の向き又は有無）、項目名の左に＊印を付す。   

P8 6疾患の状態別ケア時  【誤】   

間（Fl18年度）  Ⅵ1q疾患アルツハイマー病以外の痴呆症  

疾患名称  【正】  

Ⅵ1q疾患 アルツハイマー病以外の認知症   

10   



番号   訂正箇所   訂正内容   

6  P9 6疾患の状態別ケア時  【誤】  

間（H16年度）  Ⅵ1n疾患アルツハイマー病以外の痴呆症  

疾患名称  【正】  

Ⅵ1n疾患 アルツハイマー病以外の認知症  

l
 
 
 



8．コスト調査 別紙5  

番号   訂正箇所   訂正内容   

1  P2箱ひげ図  【誤】  
箱ひげ図  

15朋○  

H18年度調査とH16年度調  

査の表示順を変更  

（グラフの変更はなし）  
10Jゆ○  － － －－ －－ － － － －  一 一 一 一 － － － － － － － － － － － －－ －  

5♪00  － － － － － － － 一 － － － － － 一 一 － － － － － － － － － － － － － －  

0   

Hl‘笛■＋憫幾疾患 Hlも匿■■義 H川嶋株貞慶■義 †‖l賢女■暮  

【正】  
福ひげ凪  

1位こ円  

15．∝氾  

l0．M  一一一－－－－－－－－－－－ －－－  一－－－－ －－－ －－  
5．∝）○  － －－ － － － － － － － － － － － － －－ － － － － － － － －一 －－・  

○  
ト‖8雷魚■■   Hll欝■⊥特殊疾患   Ht8霹■徽暮    日印I♯集塵■賽   

2  P3〔参考）上記の比較対象  【誤】  
（単位二円）  

病院のうちH16年度に特殊  H16医療療霊（nlll）  H18（∩←11）  

★用内訳   1日当りt用  株成比  1日当り暮用  楕成比  
疾患療養病棟のない病院に  給与★  u．127  55ヱ％  泣．459  56．8％  

材料暮  2．∽3  1ヱ．9％  3．】87  15．ヰ％  

ついて  委託費  1．8之1  8．3％  1卵5  9．1％  

散★関係t  2．3認  10．6％  2ヱ55  1D．ヨ％  

研究桝■  63  0．3％  91  0．ヰ％  

経t  之．1乃  11．】％  1．684  7．7％  

P4日16年度及びH18年度  その他  3∝〉  1．q％  49  0ユ％  

全体t用  21′953  1【肌0％  礼9Z】  100．0％  

の職種別人件費と相対比  

【正】  

上記2箇所について、H18  
Hl＄（∩－11）  H16匪丘珠暮（∩■11）  

年度調査とH16年度調査の   
t用内訳   1B当りt用  構成比  1日当り暮用  株成比  
給与t  泣．159  先月％  1Z．罠7  55．2％  

表示順を変更   
材料暮  3．刃7  15．1％  ヱβ】3  1Z．9％  

委託責  1．労5  9．1％  1βZ1  8．3％  

（表の数値の変更はなし）   

股■間作t  2，255  10．3％  Z，338  10．6％  

研究研♯十  ，4  0．1％  63  0．3％  

縁t  l．鎚ヰ  7．7％  之．172  11．】％  

その他  ヰ9  0ヱ％  3DD  l．q％  

全体十用  Zl．923  100．D％  之1．953  100．0％   

12  
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9．レセプト調査（タイムスタディ調査病棟）別紙6  

番号   訂正箇所   
訂正内容   

1  Pl～3（参照）H18年度患  【言呉】  

者特性調査  （参照）H18年度患者特性調査  

参照する先を「H18年度国   【正】  

保支払分レセプト調査」に変  （参照）H18年度国保支払分レセプト調査  

更する。  

参照先を変更したため数値も異なる。   

以上  

1j   



診調粗 慢－1－2  

1 9． 3． 1 4  

前回分科会（3月8日）での集計に関する要望事項について  

1．コスト調査について   

（1）患者分類別の医業収支の集計について  

コスト調査では、医業収入と医業費用を把握しているので、患者分類別に収支を  

算定することは出来ないか。  

【回害】  

現時点においては、患者分類別の費用までは算定できないが、病院全体の収支に   

関しては比較できる。   

病院によって収支構造が大きく異なるため、前回調査も実施した22病院に限って   

比較すると、包括評価導入後に、14病院は改善し、8病院は悪化していた。  

医療療養病棟を持つ病院の医業収支の変化状況  

（平成18年度調査と平成16年度調査との比較）   

収支率の比較差  
病院数   

平成18年度一平成16年度  内訳  

H18収支率一日16収支率  収入差   支出差   病院数  

†増   1減   7  

収  

支  
＋3％以上   10  †増   †増   

改  1減   1減   2  

蓋 l：：：コ  

0％～＋3％   4   1減   1減   4   

†増   †増   

収  0％～－3％   3  1減   †増   

支  

悪  
1減   1減   

化  †増   †増   
－3％以下   5  

1減   †増   4   

※1．収支率は次式による。収支率＝（医業収入一医業費用）／医業収入  

※2．収支率の比較差は、平成18年度調査での収支率から平成16年度調査での収支率を差し引いたもの。  

※3．平成16年度調査と平成18年度調査のコスト調査に参加した共通の病院（22病院）を集計対象とした。  

※4．平成16年度調査は平成15年度の年間データを用いて算出した。平成18年度調査は平成18年11  
月の1ケ月分のデータを用いて算出した。   



2．タイムスタディ調査について   

（1）医療処置のケア時間について  

今回の調査では、医療処置を明確に定義した上でケア時間を測定しているので、  

医療処置の時間の集計をして欲しい。  

【回答】   

医療処置のケア時間について、患者分類（11区分）別に集計を行った。集計結   

果は、下表のとおりである。  

患者分類（11区分）別の患者1人1日当り全体ケア時間  

平成18年度調査（70病  ）  単位：分  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全体   

ADL区分3   134．2   151．1   193．2   161．8   

ADL区分2   118．0   135．9   170．7   132．6   

93．5（認）   106．5（認）   

ADし区分1  118．8   97．3  

87，5   104．6   

全体   111．2   132．6   185．4   140．8   

※全体ケア時間とは、患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間（リハスタッフ分除く）である。  

患者分類（11区分）別の患者1人1日当り医療処置時間  

平成18年度調査（70病  院）  単位二分  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全体   

ADL区分3   24．6   40．1   60．0   44．1   

ADL区分2   12．6   17．9   35．5   17．8   

10．1（認）   9，1（認）   

ADL区分1  20．5   12．4  

10．5   15．4   

全体   14．9   30．2   54．1   30．7   

※「医療区分1・ADL区分1・認知機能障害有り」及び「医療区分2・ADL区分1・認知機能障害有り」にお   
いては処置時間の逆転現象が見られるが、例数が少ないことに注意（それぞれ80件、61件）。   

患者分類（11区分）別の患者1人1日当り医療処置以外のケア時間  

平成18年産調査（70病）  皇位：分  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全体   

ADL区分3   109．6   111．1   133．2   117．8   

ADし区分2   105．3   118．1   135．2   114．8   

83．4（認）   97．4（認）   

ADL区分1  98．3   84．8  

77．0   89．2   

全体   96．3   102．4   131．3   110．1   

潔医療処置以外のケア時間とは、全体ケア時間から医療処置時間を差し引いたもの。  



患者分類（11区分）別の患者1人1日当り医療処置時間の相対比  

平成18年度調査（70病院）  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全休   

ADL区分3   0．802   1．305   1．954   1．435   

ADL区分2   0．411   0．582   1．155   0．579   

0．329   0．298   
ADL区分1  0．666   0．405  

0．341   0．501   

全体   0．487   0．983   1．761   1．000  

全体ケア時間に占める医療処置時間割合％  

平成18年度調査（70病院）  単位：％  

医療区分1   医療区分2   医療区分3   全体   

ADL区分3   18．3   26．5   31．1   27．2   

ADL区分2   10．7   13．1   20．8   13．4   

10．8  8．6   
ADL区分1  17．2   12．8  

12．0   14．7   

全体   13．4   22．8   29．2   21．8   

※全体ケア時間とは、患者1人1日当り職種別人件費重み付けケア時間（リハスタッフ分除く）である。  

（参考）医療処置の範囲  

バイタルサインの測定、服薬援助・管理、点滴・注射、中心静脈栄養の管理、裾瘡・創傷部  

処置、経鼻栄養・胃ろう・経腸栄養の実施・管理、気管内吸引、気管切開の処置、酸素療法  

の管理、吸入、膳胱洗浄・膀胱留置カテーテルの管理、浣腸・摘便、人工旺門・人工膜胱の  

管理、人工呼吸器の管理、CAPD（腹膜透析）の管理、心電図モニター管理  

3   



3．患者特性調査（医療療養病棟）について  

（1）介護施設への退院見通しがあり、経菅栄妻を実施している患者について  

「退院の見通し」があり、退院先として介護施設（壱健・特薫）を挙げている患  

者について、経菅栄薫の実施状況を集計して欲しい。  

【回答】   

患者特性調査（医療療責病棟）票の「ⅩⅢ－2．退院先の見通し」で、今後の見通   

しとして最も可能性の高い退院先に「介護老人福祉施設」を挙げた患者（N＝444）、   

および「介護者人保健施設」を挙げた患者（N＝626）について、退院先の見通し別・   

医療区分別に経菅栄妻の実施率の集計を行った。集計結果は、下表のとおりである。   

なお、退院先の見通し別では、「1．90日以内に退院できる見通し」の場合と「2．   

90日以内に退院できる見通しはないが、今後の受け皿が整備されれば退院できる」   

場合の2つの選択肢別に集計した。  

■ 介護老人福祉施設経菅栄養（経鼻一胃療等）の実施率  

医療区分別内訳  

退院先の見通し   実施率  全 休  
医療区分1  医療区分2  医療区分3   

1．90日以内に退院できる見通し   15  3．4％  5  33．3％  9  60．0％   6．7％  15  100．0％   

2．90日以内に退院できる見通しはないが、   104  23．4％  27  26．0％  70  67．3％   7  6．7％  104  100．0％   
今後受け皿が整備されれば退院できる  

育十   119  26，8％  32  26．9％  79  66．4％   8  6．7％  119  100．0％   

■ 介護老人保健施設経菅栄養（経鼻・胃療等）の実施率  

医療区分別内訳  

退院先の見通し   実施率  全 体  
医療区分1  医療区分2  医療区分3   

1．90日以内に退焼できる見通し   14  2．2％  7  50．0％   5  35．7％   2  14．3％  14  100．0％   

2．90日以内に退院できる見通しはないが、   159  25．4％  36  22．6％  99  62．3％  24  15．1％  159  100．0％   
今後受け皿が整備されれば退院できる  

苫十   173  27．6％  43  24．9％  104  60．1％  26  15．0％  173  100．0％   

以上  

㊤   



診調粗 慢－1－3  

19．  3．14  現在の介護保険サービスにおける医療等への対応  

（1）介護保険3施設における医療処置への対応  

①介護保険3施設における医療処置の提供状況  

○ 介護保険3施設における医療処置の提供状況は、施設種別によって違いはあるが、いずれの施  
設においても、経菅栄養、暗疾吸引などの医療処置を実施している。  
○ 医療処置を受けた者の割合は、  
介護療養型医療施設＞特別養護老人ホーム＞老人保健施設 となっている。  

（％）  

介護保険3施設の利用者のうち医療処置を受けた者の割合  ■特養施設外  
囚特養施設内  
■老健施設外  
田老健施設内  
■・療養型施設外  
田療養型施設内  

‾‾‾ l    ‾‾‾ ■‾▼、‾  l   ‾‾‾             l‾     l▼ll‾ ’  

18．7  1  」  l  
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【資料】「介護サービス施設・事業所調査」（厚生労働省大臣官房統計情報部）  

注1）標記グラフは、「他の医療機関での処置を受けた者」又は「施設内で処置を受けた者」を合計した人数を、各介護保険施設の利用者数で除したものの  
割合を示したものである。なお、「他の医療機関での処置」と「施設内の拠点」の双方を受けた者は重複されている。  

注2）平成13年10月1日時点の抽出調査   



診調組慢 － 2  

19． 3．14  

平成18年度調査の結果速矧こついて  

1．結果速報の概要  

本資料では、前回2月21日の分科会提出資料に続き、2月16日まで  

に回収された「患者特性調査票（医療療養病棟）」、「患者特性調査票（介  

護療養病棟等）」、「タイムスタディ調査票」、「コスト調査票」、「レセプト  

調査票（タイムスタディ調査病棟）」、「青床診療所の患者分類分布調査票」、  

「介護療養病床のみを有する病院の調査票」のそれぞれについて集計を行  

った。  

集計の対象件数は以下のとおりである。  

集計対象数（2月16日時点回収分）  

調査票   現時点での件数  最終見込み件数   

1．患者特性調査票（医療療養病棟）   77病院   90病院   

2．患者特性調査票（介護療養病棟等）   31病院   37病院   

3．タイムスタディ調査票   70病院   90病院   

4．コスト調査票   50病院   90病院   

5．レセプト調査票（タイムスタディ調査病棟）   77病院   90病院   

6．青床診療所の患者分類分布調査票   109喜多療所  

7．介護療養病床のみを有する病院の調査票   16病院  



2．集計結果速幸引こついて  

集計結果速報について、それぞれ別紙1～7にまとめた。  

別紙1：患者特性調査（医療療養病棟） 集計結果速報（共通病院比較）  

別紙2：患者特性調査（介護療責病棟等） 集計結果速報（共通病院比較）  

別紙3：患者特性調査（介護療養病床のみを青する病院の調査） 集計結果速報  

別紙4：タイムスタディ調査 集計結果速報（共通病院比較）  

別紙5：コスト調査 集計結果速報  

別紙6：レセプト調査（タイムスタディ調査病棟） 集計結果速報  

別紙7：有床診療所の患者分類分布調査 集計結果  

別紙1参考資料：患者特性調査（医療療養病棟） 集計結果速報（全病院比較）  

別紙2参考資料：患者特性調査（介護療養病棟等） 集計結果速報（全病院比較）  

別紙4参考資料：タイムスタディ調査 集計結果速報（全病院比較）  

以上  

一 ‾ ←官■   




